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お
だ
ぎ
り
・
の
り
こ
　
心
理
学
博
士
、
公
認
心
理
師
、臨
床
心
理
士
。

東
京
都
立
大
学
大
学
院
修
了
。
専
門
は
、
臨
床
心
理
学
。
家
族
療
法
を

専
門
と
し
て
お
り
、
子
育
て
や
親
子
・
夫
婦
関
係
の
問
題
を
抱
え
る
家

族
の
支
援
と
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
４
月
よ
り
臨
床
心

理
学
研
究
科
長
。
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■
心
理
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学

問
か

　
私
た
ち
は
時
々
、
「
な
ぜ
自
分

は
あ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
」「
あ
の
人
は
、

な
ぜ
あ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の

だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
に
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。人
の
心
は
複
雑
で
、

自
分
自
身
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
人

の
心
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
人
の
社
会
的
立
場
、家
庭
環
境
、

性
格
な
ど
多
く
の
観
点
か
ら
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
心
理
学
は
、
人
に
共
通
す
る
心

の
仕
組
み
を
科
学
的
に
明
ら
か
に

し
、
そ
の
知
識
を
生
か
し
て
よ
り

よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
指
す

学
問
で
す
。
悩
み
は
誰
も
が
抱
え

る
も
の
で
、
自
分
で
は
解
決
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
理
学

の
一
つ
の
領
域
で
あ
る
臨
床
心
理

学
で
は
、
心
の
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
支
援

し
た
ら
よ
い
か
、
そ
の
理
論
や
技

法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
つ
ま
り

臨
床
心
理
学
は
、
心
の
健
康
に
役

立
つ
実
践
的
な
学
問
で
す
。
ス
ト

レ
ス
が
多
い
現
代
社
会
に
お
い

て
、
心
理
学
の
人
気
は
根
強
い
で

す
。
本
学
で
は
学
部
と
大
学
院
で

臨
床
心
理
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
大
学
院
に
は
社
会
人
入
学
者

が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
■
心
の
健
康
を
保
つ
コ
ツ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

で
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
で
き
て
い

た
こ
と
が
制
限
さ
れ
多
く
の
人
が

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
心
の
元
気
が
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
心
理
学
の
研

究
か
ら
、何
も
活
動
を
し
な
い
と
、

心
の
健
康
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
楽
し
さ

や
充
実
感
、
達
成
感
に
つ
な
が
る

活
動
を
増
や
し
て
、
心
の
元
気
を

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
■
気
持
ち
と
行
動
の
関
係

　
次
に
、
心
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
、
気
持
ち
と
行
動
の
関
係
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
気
持
ち
が

先
で
行
動
が
後
の
場
合
、例
え
ば
、

や
る
気
が
出
な
い
か
ら
１
日
携
帯

や
テ
レ
ビ
を
見
て
ダ
ラ
ダ
ラ
過
ご

し
て
し
ま
っ
た
。
行
動
が
先
で
気

持
ち
が
後
の
場
合
、
部
屋
を
片
付

け
た
ら
気
分
が
す
っ
き
り
し
た
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
私
た
ち
が
変
え
や
す
い
の

は
「
行
動
」
で
す
。
行
動
を
変
え

る
こ
と
で
、
気
持
ち
に
変
化
を
も

た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
の

健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
楽
し
さ

や
充
実
感
に
つ
な
が
る
行
動
、
活

動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ

る
状
況
に
お
け
る
人
の
行
動
は
、

そ
の
人
の
気
持
ち
や
気
分
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
自
分
が
今
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
い
て
、
ど
の
よ
う

な
行
動
を
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

気
分
に
な
る
の
か
を
考
え
て
み
る

こ
と
で
、
イ
ラ
イ
ラ
や
心
配
を
減

ら
し
て
、
心
の
元
気
を
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
勇
気
を

出
し
て
行
動
を
変
え
る
こ
と
で
元

気
が
出
て
き
て
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
行
動
を
す
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
や

不
安
な
ど
が
生
じ
る
か
考
え
、
そ

の
行
動
を
変
え
る
こ
と
で
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
気
持
ち
が
少
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
気
持
ち
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持

ち
も
、
周
囲
の
人
に
伝
わ
り
や
す

く
、
自
分
が
機
嫌
良
く
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は

家
族
や
職
場
な
ど
の
身
近
な
人
に

も
良
い
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

心
理
学
の
知
見
を
毎
日
の
生
活
に

生
か
し
て
、
み
ん
な
が
健
や
か
な

気
持
ち
で
過
ご
せ
る
社
会
を
つ
く

っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

コンビニ大手３社の
物流問題への取り組み

セブン―イレブン・
ジャパン

弁当などの配送回
数を原則１日４回
から３回に減らす。
発注当日に配送し
ていたカップ麺な
どは翌日配送に

ローソン

冷蔵品の配送を１
日３回から２回に
減らす取り組みを
全国に拡大

ファミリーマート

独自開発した人工
知能（ＡＩ）を活
用。最適なルート
の作成で必要なト
ラック数を削減
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埼
玉
縣
信
用
金
庫
と
県
産
業
振

興
公
社
は
８
日
、
創
業
支
援
を
通

じ
て
県
東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
内
で
ま

ち
歩
き
・
拠
点
見
学
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
た
。

　
岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
起
業
を
志
す
社
会
人

ら

人
が
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支

援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
の
開
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
池
田
史
子
さ
ん
か
ら
事
業

計
画
の
立
て
方
な
ど
基
本
的
な
心

構
え
な
ど
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、

駅
前
通
り
周
辺
の
空
き
店
舗
が
喫

茶
店
や
パ
ン
店
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
事
例
を
見
学
し
た
。

　
岩
槻
区
本
町
で
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
地
元
企
業
の
社
員
寮
を
喫
茶

店
や
シ
ェ
ア
ス
ぺ
ー
ス
に
活
用
し

て
い
る
「
ヌ
ッ
ク
パ
ー
ク
」
代
表

の
内
野
巧
也
さ
ん
は
「
現
在
あ
る

も
の
を
使
い
な
が
ら
利
用
者
の
声

を
聞
い
て
少
し
ず
つ
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
て
い
る
。
試
行
錯
誤
の
日

々
だ
が
、
や
り
た
い
こ
と
へ
の
思

い
を
貫
く
こ
と
が
大
事
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
都
内
企
業
に
勤
務
す
る

伴
野
理
恵
さ
ん
は
「
昔
か
ら
喫
茶

店
や
デ
ザ
イ
ン
関
係
で
起
業
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
具
体
的

な
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
と
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
同
金
庫

地
域
創
生
部
の
平
原
祐
樹
副
長
は

「
立
地
環
境
だ
け
で
な
く
、
同
じ

悩
み
を
共
有
し
相
談
で
き
る
よ
う

な
横
の
つ
な
が
り
を
い
か
に
築
け

る
か
が
大
切
。
私
た
ち
も
創
業
の

夢
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝

い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
今
後
、
草
加
、
越

谷
市
な
ど
新
た
な
に
ぎ
わ
い
拠
点

と
し
て
動
き
出
し
て
い
る
東
部
地

域
の
４
カ
所
を
見
学
す
る
と
い

う
。

（
足
立
英
樹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
住
宅
事
業
の
ポ
ラ
ス（
越
谷
市
）

は
、
建
築
の
道
を
目
指
す
学
生
た

ち
が
木
の
家
の
デ
ザ
イ
ン
を
競
う

「
第

回
ポ
ラ
ス
学
生
・
建
築
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の

公
開
審
査
会
を
越
谷
市
で
行
っ

た
。
１
次
審
査
を
通
過
し
た
６
組

の
学
生
が
作
品
発
表
と
審
査
員
と

の
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　
今
回
は
「
い
ま
、
わ
た
し
た
ち

に
と
っ
て
快
適
な
木
造
の
家
」
を

テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
、
応
募
作
品
点
数
は
３

６
２
件
あ
っ
た
。最
優
秀
賞
に
は
、

早
稲
田
大
学
大
学
院
２
年
黒
沢
優

太
さ
ん
（

）
と
法
政
大
学
大
学

院
２
年
木
嶋
真
子
さ
ん
（

）
の

共
同
作
品
が
選
ば
れ
た
。

　
最
優
秀
賞
賞
の
「
大
工
と
暮
ら

す
木
工
ヤ
ー
ド
の
あ
る
家
」
は
、

木
工
所
を
中
心
に
し
た
集
合
住
宅

で
、
家
具
や
建
具
、
も
の
づ
く
り

の
技
術
な
ど
を
ま
ち
の
共
有
資
源

と
捉
え
、
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
作
る
コ

ン
セ
プ
ト
。
審
査
委
員
長
の
横
浜

国
立
大
学
大
学
院
Ｙ
―
Ｇ
Ｓ
Ａ
の

西
沢
立
衛
教
授
は
「
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
な
く
、
木
工
所
を
中
心
に
据

え
た
の
が
ス
ト
ラ
イ
ク
。
ま
ち
へ

の
提
言
性
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
対
す
る
意
見
も
感
じ
ら
れ

た
」
と
評
価
し
た
。

　
黒
沢
さ
ん
は
「
快
適
さ
の
意
味

を
追
求
し
な
が
ら
、
人
と
の
つ
な

が
り
や
皆
で
何
か
を
つ
く
る
こ
と

を
作
品
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
で

き
た
。
建
築
に
伴
う
社
会
性
や
責

任
と
い
う
も
の
を
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
た
い
」
と
話
し
、
木
嶋
さ

ん
は
「
建
築
に
対
す
る
自
分
た
ち

の
考
え
や
思
い
に
共
感
し
て
も
ら

え
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。
い
た
だ

い
た
指
摘
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も

し
て
い
き
た
い
」
と
次
を
見
据
え

て
い
た
。

（
山
田
浩
美
）

自
分
た
ち
の
作
品
の
模
型
を
前
に
、
審

査
員
と
質
疑
応
答
を
行
う
学
生
た
ち
＝

越
谷
市
の
ポ
ラ
テ
ッ
ク
本
社

　
入
間
市
の
「
旧
黒
須
銀
行
」
の

復
元
修
理
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
は
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て

入
間
市
に
寄
付
金
を
贈
呈
し
た
。

旧
黒
須
銀
行
は
埼
玉
り
そ
な
銀
行

の
前
身
の
一
つ
。
６
月

日
に
杉

島
理
一
郎
市
長
が
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
の
同
行
本
社
を
訪
れ
、
福
岡

聡
社
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

　
福
岡
社
長
は
「
黒
須
銀
行
の
道

徳
経
済
合
一
の
精
神
を
私
た
ち
も

引
き
継
い
で
い
る
。
入
間
市
の
新

た
な
挑
戦
、
活
力
に
役
立
て
ば
う

れ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
杉
島
市

長
は
「
入
間
市
の
歴
史
や
伝
統
、

文
化
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
再

定
義
し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
」
と
応
え
た
。

　
黒
須
銀
行
は
１
９
０
０
年
、
入

間
市
（
旧
豊
岡
町
黒
須
）に
設
立
。

渋
沢
栄
一
が
顧
問
と
し
て
関
わ
っ

た
。
現
存
す
る
建
物
は

年
に
建

て
ら
れ
、

年
ま
で
埼
玉
銀
行
豊

岡
支
店
と
し
て
使
わ
れ
た
。
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

月
か
ら
復
元
修
理
が
始
ま
り
、
費

用
は
約
２
億
６
千
万
円
。
２
０
２

４
年
度
中
に
終
了
予
定
で
、
地
域

の
交
流
拠
点
施
設
な
ど
の
利
用
を

検
討
し
て
い
る
。
　（
足
立
英
樹
）

入
間
の
旧
黒
須
銀
行

市
に
復
元
費
用
寄
付

埼
玉
り
そ
な
銀

杉
島
市
長
（
左
）
か
ら
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
福
岡
社
長

実
際
に
起
業
し
た
ヌ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
内

野
代
表
（
左
か
ら
２
人
目
）
か
ら
話
を

聞
く
参
加
者
ら

　
コ
ン
ビ
ニ
大
手
３
社
は
、
弁
当
の
配
送
回
数
減
や
ル
ー
ト

効
率
化
と
い
っ
た
対
応
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
運
転
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
で
、
現
在
の

配
送
体
制
維
持
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
だ
。
来

客
の
ピ
ー
ク
に
当
た
る
朝
の
通
勤
や
お
昼
時
に
商
品
が
間
に

合
わ
な
い
と
販
売
機
会
の
損
失
が
生
じ
る
た
め
、
安
定
供
給

と
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る
。

　
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
は
、
弁
当
や
お
に
ぎ
り
、
調
理

パ
ン
の
配
送
回
数
を
原
則
１
日
４

回
か
ら
３
回
に
順
次
、
減
ら
す
。

深
夜
と
早
朝
の
２
回
に
分
け
て
運

ん
で
い
た
分
を
一
度
に
運
ぶ
よ
う

に
す
る
。
新
潟
は
す
で
に
切
り
替

え
済
み
で
、
愛
知
で
も
近
く
導
入

す
る
。
店
舗
か
ら
発
注
を
受
け
る

と
当
日
に
配
送
し
て
い
た
カ
ッ
プ

麺
や
菓
子
も
、
今
秋
か
ら
翌
日
配

送
に
変
え
る
予
定
だ
。

　
ロ
ー
ソ
ン
は
今
年

月
か
ら
順

次
、
冷
蔵
品
の
配
送
を
１
日
３
回

か
ら
２
回
に
減
ら
す
取
り
組
み
を

拡
大
す
る
。
郊
外
を
中
心
に
約
３

割
の
店
舗
で
２
回
配
送
を
導
入
し

て
お
り
、
大
都
市
圏
を
含
む
全
国

に
広
げ
る
。
ロ
ー
ソ
ン
の
担
当
者

は
、
「
店
舗
側
に
と
っ
て
も
納
品

作
業
の
回
数
が
減
る
利
点
が
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
配
送
回
数
減
は
、
弁
当
の
消
費

期
限
が
延
び
て
い
る
こ
と
も
要
因

だ
。
温
度
管
理
や
食
品
衛
生
の
技

術
が
発
達
し
、
店
頭
に
置
け
る
時

間
が
長
い
商
品
が
増
加
。
配
送
を

減
ら
し
て
も
商
品
を
途
切
れ
さ
せ

な
い
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い

う
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
は
昨
年

月
か
ら
、
１
日
３
回
の
弁
当
配
送

で
、独
自
開
発
し
た
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）
の
活
用
を
始
め
た
。
立
地
や

道
路
情
報
、
運
転
手
の
勤
務
時
間

な
ど
か
ら
最
適
な
ル
ー
ト
を
作
成

さ
せ
、
必
要
な
ト
ラ
ッ
ク
の
数
を

削
減
し
た
。
運
送
費
削
減
効
果
は

年
間
約

億
円
と
試
算
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経常収支の推移
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（ 年4月以降は速報値）

　
財
務
省
が

日
発
表
し
た
５
月

の
国
際
収
支
速
報
に
よ
る
と
、
海

外
と
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
投
資

の
取
引
状
況
を
示
す
経
常
収
支

は
、
前
年
同
月
の
２
・
４
倍
と
な

る
１
兆
８
６
２
４
億
円
の
黒
字
だ

っ
た
。
黒
字
は
４
カ
月
連
続
。
資

源
価
格
の
高
騰
が
一
服
し
、
輸
出

か
ら
輸
入
を
差
し
引
い
た
貿
易
収

支
の
赤
字
幅
が
縮
小
。
訪
日
外
国

人
客
の
増
加
で
、
旅
行
収
支
の
黒

字
拡
大
も
追
い
風
と
な
っ
た
。
一

方
、
海
外
経
済
の
減
速
を
背
景
に

輸
出
は
２
年
３
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
。

　
経
常
収
支
は
２
月
以
降
、
大
幅

な
黒
字
が
続
き
、
資
源
高
と
円
安

に
よ
る
赤
字
定
着
の
懸
念
は
遠
の

い
た
形
だ
。
た
だ
輸
出
が
減
少
に

転
じ
た
こ
と
で
、
今
後
は
黒
字
額

の
伸
び
悩
み
も
予
想
さ
れ
る
。

　
経
常
収
支
の
う
ち
、
貿
易
収
支

の
赤
字
幅
は
１
兆
１
８
６
７
億
円

で
、
７
５
１
４
億
円
縮
小
し
た
。

輸
出
は
、
最
大
貿
易
相
手
国
で
あ

る
中
国
の
経
済
が
振
る
わ
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
２
・
８
％
減
の
７
兆

２
４
１
２
億
円
だ
っ
た
。
輸
入
は

８
兆
４
２
７
９
億
円
で
、
減
少
率

は
輸
出
を
大
幅
に
上
回
る

・
２

％
だ
っ
た
。
円
ベ
ー
ス
の
原
油
の

単
価
が

・
１
％
下
落
し
た
こ
と

を
反
映
し
、
原
油
や
液
化
天
然
ガ

ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）が
減
少
し
た
。
輸
入

の
減
少
は
２
カ
月
連
続
と
な
る
。

　
海
外
投
資
の
利
子
や
配
当
収
入

の
動
向
を
示
す
第
１
次
所
得
収
支

は
黒
字
額
が

・
０
％
増
の
３
兆

６
３
１
９
億
円
で
、
５
月
と
し
て

過
去
最
高
だ
っ
た
。円
安
に
よ
り
、

受
け
取
っ
た
外
貨
を
円
換
算
し
た

金
額
が
膨
ら
み
、
海
外
の
金
利
上

昇
も
寄
与
し
た
。

　
旅
行
収
支
の
黒
字
は
８
・
５
倍

の
２
７
４
４
億
円
ま
で
膨
ら
ん

だ
。
た
だ
、
海
外
向
け
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
広
告
費
の
支
払
い
が
か

さ
み
、
サ
ー
ビ
ス
収
支
全
体
だ
と

２
４
０
９
億
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。
赤
字
幅
は
５
９
０
億
円
拡
大

し
た
。

　
寄
付
や
贈
与
の
第
２
次
所
得
収

支
は
３
４
１
８
億
円
の
赤
字
だ
っ

た
。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


